
アプリデザイン演習
第13回



チームでアプリ作成
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・チームでアプリを作成する

第12回 アプリの考案・企画

第13回 開発（１）

第14回 開発（２）

第15回 開発（３）および成果発表

今回

ここ



第13回
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開発作業の記録を簡単に残すこと

～の処理の部分を追加した

～の画像を作成した(できれば画像を貼る）

～を作ってみたが失敗した

～のバグで長時間悩んでいた

など

毎週、授業終了時に作業記録を提出するこ
と（Wordファイル）

作業内容を他人に伝えることも大切



第13回
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開発作業の記録を簡単に残すこと

13:40 中下 得点計算のプログラムを追加した

13:45 井上 表示のエラーを調査して解決した

時刻 名前 作業内容

：
：



第13回
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提出先

Cerezoのアプリデザイン演習

レポート，第13回のところ

グループ内の誰か１人が提出すればよい

グループ全員の名前の記入を忘れずに

ファイル名の付け方

グループ２なら group2.docx

グループ５なら group5.docx



第15回、制作物の発表 について

パワーポイントを使って簡単に発表する

持ち時間は３～５分程度

質疑応答あり

評価の基準

アプリの内容（難易度、面白さ、工夫など）

アプリ開発の完成度

設計図の評価

プレゼンの評価

パワーポイントのファイルは提出する
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・最後の回（第15回）に制作したアプリの発表をする



第15回、制作物の発表 について
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・次のスライドからは発表資料の作成例です。

評価は

発表５０％、提出したスライド５０％

アプリ本体の提出はしなくてよい

場合によっては、アプリを提出してもらうことも
ある



アプリデザイン演習制作発表

「出席管理システム」

情報工学科 5412099 福山太郎



アプリの概要

学生がiPadを用いて出席を登録する

即時に集計・確認することができる

出席登録時に顔写真を撮影する

出席の集計結果をcsvに出力可能
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学生が各々にiPadを手にとって出席の登録操作を行います。

出席登録を完了すると、顔画像の写真ファイルが保存され、
それと同時に 学籍番号（ID)、氏名、出席登録日時、講義
名が記録されます。



アプリの設計図
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(注)ダミーでじゃんけんの設計図を載せています



アプリのスクリーンショット（１）
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最初の画面 出席登録時



アプリのスクリーンショット（２）
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写真の確認画面出席状況の確認



まとめ
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開発の達成度・・・９０％

難しかったところ

写真撮影で顔認識の実装が難しかった

データ管理の処理が難しかった

今後の課題

操作をもっと簡単にする

処理速度を速くする

(注)開発の達成度、難しかったところ、今後の課題は必ず書いてください


